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論 文 内 容 の 要 旨
研究状況 と課題の設定:
ア レクサ ン ドロス の東征(前323年)に 始 ま り、クレオパ トラ7世 の死(前30年)を もって終 わる
ヘ レニズム世界 にお いては、そ の構成諸国家で、古典期 のギ リシアともローマ国家 とも異質の
独 自の支配体制が形成 された。
我が国の学界では、ギ リシア型の民主政都市国家 とも、 ローマ型 の世界帝国 とも異なったヘ
レニズム君主国、殊 にプ トレマイオス朝エ ジプ トにつ いての研究 は これまで殆 どなされ ていな
い。 それ に対 し、欧米諸国では、ギ リシア、 ローマ と並び、プ トレマイオス朝 は18世 紀以来 盛
んに研究 が行われているテーマであ り、英米独仏 のみな らず イタ リア ・ベルギ ー ・北 欧諸 国な
ど、ほぼ 全ての国で研 究がなされ、各国で独 自の研 究スタイル もまた確 立され ている。 ただ し、
国によって研 究スタイル がかな り異なってお り、例 えば、イギ リスでは経済史 的観点か ら、仏
独 ではパ ピルス学 ・碑文学的観点 か ら、ベルギ ーではプ ロソポグラ フィーのデ ータベース化 を
通 じ、 また近年のアメ リカでは英米系 の社会理論 に基 づいて、それぞれ研究が なされて いる。
いずれ にせ よ、 我が国の同王朝研究 は欧米 に比 し、1世 紀 ほ ど立 ち後れ ている。
私 はかかる欧米の研究 成果を もとに、 これ まで 同王朝 の官僚機構 の変遷 につ いて考察 を行 っ
てきた。 しか し私 は、博 士課程進学後、欧米 の伝統 的な実証主義 的研究で は諸官職個別 の変遷
過程 は明 らかにされ て来 たものの、そ の変遷過程 を社会構造 との関連で論 じた研究が少な いこ
とに気付 いた。他方、特定 の社会理論 に基づ くアメ リカで の研究 は、そ の理論 に囚われ、理論
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が実証 に優先 し、一面的 ・断定的な結論 に陥 りがちであ る。そ こで私は、 同王朝 の官僚制 を、
支 配形態 を も含む、重層 的な社会構 造 の枠 組み の中で考察す る ことを研 究 目的 とす るよ うに
なった。それ によ り、オ リエ ン ト世界や ローマ帝国な どの様 々な社会構造 のあ り方 とも比較可
能 とな り、最終 的に 同王朝 の歴史 的意義 をよ り明確 な形で提 示 しうる とい う見 通 しを得 る に
至 った。
プ トレマイ オス朝エ ジプ トは、領 域国家 の経営 とい うヘ レニズム諸王 朝共通 の課題 に直面
し、その課題 に官僚制の構 築 をもって応 えた ことが一般的 に知 られて いる。国家が人民の生活
の隅 々にまで国家的規 制を加える ことで収奪のシステ ムを整 え、そ の行政の集権性は史上稀 に
み るほどの完成度 に達 し、前3世 紀には同王朝は空前の繁栄 を見た と考 え られて いる。かか る
像 は、前3世 紀の ファイユーム出土の史料、つま りゼ ノン ・パ ピルス或 いは 「プ トレマイオス
2世 の収税法」か ら専 ら導 き出 された もの といえよ う。他方、 旧来 の研究史上、前2世 紀以降
の官僚機構は論 じられる ことが少な く、 それ故、前2世 紀以降は、かか る官僚機構が機能不全
を来 し、結果的 に同王朝 の衰退が もた らされ た時代 と考 え られて来た。
しか しこの官僚制 も、そ の機構 が前3世 紀 に一度 に構築 されそれがその後、不変であ ったわ
けではな く、300年 に亘 る同王朝の支配の中で様 々な変遷 を遂 げ、新 たな機構 が構築 された、と
考え られよ う。 そ こで私 は、 同王朝期 に行政が、 いか なる時代的状況 を背景 に、 いかな る変遷
を遂げたのかに着 目する。 本論文が扱 うパースペクティヴ としては、プ トレマイオス朝エ ジプ
ト全時代 を通 じて、 コー ラー(地 方)行 政 に現れ た現 象を 「ほぼ余す ところな く」論ず るもの
で ある。
第2章 「ス トラテ ー ゴス 職 一 コー ラー 行 政 機 構 の変 遷 一 」 で は 、 元 来 は 軍 事 指 揮 官 で あ っ た
ス トラテ ー ゴ ス と呼 ば れ る官 職 が 時 と とも にそ の権 限 を伸 張 させ 、 最 終 的 には 同 王 朝 後 期 の 行
政 に お いて 、ま さ し く中心 的 な 担 い手 とな った こ と を明 らか にす る。但 し 「ス トラテ ー ゴ ス 職 」
とい っ て も、 これ は決 して 単 一 な 官 職 で はな い。 同王 朝 で は 、多 種 多 様 な 「ス トラテ ー ゴ ス 職 」
が現 れ る。 彼 らは管 轄 地 域 ・権 限 の点 で 相 互 に大 き く異 な って い る。 また そ れ ぞ れ の発 展 段 階
も異 な っ て い る。 コー ラー 行 政 に現 れ る 「ス トラテ ー ゴス 職 」 は 、 次 の6種 類 が 挙 げ られ る。
1.「 下 及 び 中 エ ジプ トの ノモ ス ・ス トラテ ー ゴ ス」、2.「 下 及 び 中エ ジプ トの 『複 数 の』 ノ
モ ス を管 掌 す るス トラテ ー ゴス 」、3.「 上 エ ジプ ト(テ ー バ イ ス 地 域)の 総督 と して の ス トラ
テ ー ゴ ス」、4.「 上 エ ジ プ トの 『複 数 の』 ノモ ス を 管 掌 す る ス トラ テ ー ゴス 」、5.「 上 エ ジプ
トの 『単 一 の』 ノモ ス を管 掌 す る ス トラテ ー ゴ ス(な い しエ ピ ス タテ ー ス)」、 そ して6.「 エ
ピ ス トラテ ー ゴス 」で あ る。 第2章 で は、そ の 内部 の 節 ご と に、 これ らの 「ス トラテ ー ゴ ス 職」
が個 別 的 に論 じ られ る。 これ らは 、 管 轄 地 域 ・権 限 ・成 立 の 背 景 ・官 職 の恒 常 性 と臨 時性 等 の
点 で、 相 互 に著 し く異 な って い る ので あ る。 何 ゆ え、 か か る多 様 な 「ス トラテ ー ゴ ス 職」 が 同
一 の 章 で論 じ られ る のか に つ いて は、 一 つ の理 由が あ る。 そ れ は これ らの 官僚 の 性 格 は そ れ ぞ
れ 異 っ て は い る も の の、 史 料 の上 で は 皆 「ス トラテ ー ゴ ス 」 と呼 ば れ て い る の で あ る 。従 っ て
か か る多 様 な 「ス トラテ ー ゴ ス 職 」を、まず も って 分 類 す る作 業 が 必 要 不 可 欠 で あ る。 従 っ て 、
最 も大 きな 枠 組 み と して 「ス トラテ ー ゴ ス 職 」 と い う章 立 て を設 定 し、 まず 官 職 の 峻別 作 業 を
行 い なが ら、 さ らにそ の 内 部 で 個 々の 官 職 を扱 う とい う手 川頁を採 りた い。 実 際 、 官 職 の 峻別 作
業 は か な り困 難 な 作 業 で あ る。 例 え ば 「ス トラ テ ー ゴ ス 職 」 研 究 に先 鞭 を 付 け た 、Bengtson
(Bengtson,H.,DlθS'γ α'θgづθ伽 伽 海θ11θη繍 ∫ohθηZθ髭皿,(M廿nchenerBeitragezurPapyrusforschung
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undantikenRechtsgeschichte36),MUn6hen(19521;19672),)は 、 コ ー ラー 行 政 に 現 れ る 「ス トラ
テ ー ゴ ス 職 」 を、 「ノモ ス ・ス トラ テ ー ゴ ス 職 」、 「上 エ ジ プ ト(テ ー バ イ ス 地 域)の 総 督 と し
て の ス トラ テ ー ゴ ス」、 「エ ピ ス トラ テ ー ゴ ス」 職 の3つ に分 類 して い る。 しか し実 際 には コー
ラー行 政 の 「ス トラ テ ー ゴ ス 職 」 は 、 上 記 の よ う に6種 類 存 在 した。 即 ちBengtsonは 異 な る
官 職 を 同 一 の カ テ ゴ リー の 中 に含 め て しま った の で あ る。 そ の 結 果 、 あ る特 定 の 「ス トラテ ー
ゴ ス職 」の機 能 分析 の段 階 に立 ち至 った と き、彼 は誤 った 結 論 を導 き 出 して し ま った 。 け だ し、
機 能 の異 な る諸 官 職 を 同一 のカ テ ゴ リー に含 め て い るか らで あ る。 よ っ て 私 は 、 官職 の 分 類 に
は慎 重 さ を もって 当 た り、 さ らに 「宮 廷 位 階 」 と い う、 官 職 弁 別 の メル ク マ ー ル を も援 用 す る
こ とで 、 官 職 分 類 に正 確 さ を期 した 。 まず 、 官 職 発 展 の ス タ ンダ ー ドな タ イ プ と して 、 上 記1
を考 察 す る。 当初 軍 事 官 職 で あ った ス トラテ ー ゴ ス が 、B.C。3世 紀 以 降 、本 来 の 軍事 権 は 失 い つ
つ も、民 政 権 を徐 々 に蚕 食 し、B.C。2世 紀 中葉 には つ い に財 務 権 を も管 掌 す る に いた り、一 つ の
ノモ ス(県)に 一 人 の 「ノモ ス ・ス トラテ ー ゴ ス 」 が 名 実 共 に ノモ ス の 長 とな っ て行 く過程 を
描 き 出 した。2は エ ジ プ トが 混 乱 の 時 代 で あ るB.C.2世 紀 前 半 にの み に現 れ る 高位 官 職 で あ り、
そ の一 番 の特 徴 は軍 事 権 を有 して いた らし い こ とで あ る。3は 上 エ ジプ ト全体 の 総督 職 で あ っ
て 、 常 に 反乱 の危 険 をは らむ 上 エ ジプ トー 実 際B.C.3世 紀 の 末 か らB.C。2世 紀 前 半 に生 じ た 上 エ
ジ プ ト大 反 乱 の時 期 は 、 プ トレ マ イ オ ス 朝 支 配 地 域 か ら離 脱 して い た一 を有 効 に統 治 す る た
め、 広 範 な 民政 権 と強 力な 軍 事権 を行 使 し、 反 乱 を未 然 に防 い だ 官 職 で あ る。6は ま さ に この
大 反 乱 の時 期 、 上 エ ジ プ トを奪 還 す るた め に王 の 側 近 の 中 か ら任 命 され た 官職 で あ り、 臨 時職
で は あ るが 、 民 政 そ して と りわ け 軍 事 の 面 で エ ジ プ ト全土 で 大規 模 な権 限 を揮 い、 彼 に は3上
エ ジプ ト総 督 で す ら服 従 す るほ どで あ っ た。4は 上 エ ジプ トの み で例 証 さ れ る官 職 で あ り、 管
轄 域 が 最 後 まで 定 ま らな い官 職 で あ る。 ど うや ら彼 の任 務 は 巡 回裁 判 を行 う こ とに あ っ た よ う
で あ る。5は 上 エ ジプ トで は 「ノモ ス ・ス トラテ ー ゴ ス職 」 の 発 展 が下 及 び 中 エ ジ プ トに 比べ
て 遅 れ て 生 じた こ と を裏 付 け る事 例 で あ る。 彼 は 本来 の軍 事 権 を な か なか 失 わ な い ので あ る。
そ れ で も彼 はB.C.1世 紀 の 初頭 、 や っ とス タ ン ダー ド・タイ プ で あ る1と ほぼ 同 じ権 限 を兼 ね 備
え る こ と とな った 。 以 上 の 諸 事 実 と と もに指 摘 さ れ る べ き は 、B.C.3世 紀 に は絶 大 な権 限 を有 し
た 中央 の財 務 大 臣デ ィオ イ ケ ー テ ー ス が、混 乱 の 時 期 で あ るB.C.2世 紀 前 半 に は権 限 を失 墜 させ
て い た こ とで あ る。 この 時 期 、 権 限 を伸 張 させ つ つ あ っ た 「ノ モ ス ・ス トラテ ー ゴ ス 」 は 、
デ ィオ イ ケ ー テ ー ス に従 属 して い な い の で あ る。 そ れ で も混 乱 の 時期 が 過 ぎ、B.C.2世 紀 中葉 に
な る と、 再 び デ ィオ イ ケー テー ス は 地 位 を 回復 し、B.C.2世 紀 後 半 にな る と、 「ノモ ス ・ス トラ
テー ゴス 」 は デ ィオ イ ケ ー テー ス の傘 下 に入 り、 「中央 のデ ィオ イ ケ ー テ ース ー 地 方 の ノモ ス ・
ス トラテ ー ゴ ス 」 と い う命 令 系統 が 出来 上 が り、 これ が 同 王朝 後 期 を規 定 す る 「ノモ ス ・ス ト
ラテ ー ゴ ス 」 体 制 が 完 成 した の で あ る。
本 章 で 示 され た のは 、300年 に亘 るプ トレマ イ オ ス 朝 支 配 期 に生 じた 、エ ジ プ ト全 土 で の行 政
機 構 の大 規 模 な 組 み 替 え で あ る。 明 らか な の は、 同 王朝 行 政 機 構 が全 く ドラス テ ィ ッ クな 変 化
を被 った こ とで あ る。 変 化 を被 らな か っ た官 職 は 一 つ とて な く、 あ らゆ る官 職 が 時 代 状 況 を背
景 に変 化 し、 一 つ 一 つ の 官 職 が 変 化 した結 果 、 結 局B,C。3世 紀 の行 政 機構 とB.C.1世 紀 の そ れ と
は全 く異 な る も の とな った こ と を提 示 す る。 つ ま り、 全 体 と して の行 政 シ ステ ム が す っか り入
れ 替 わ った ので あ る。わ た しは この 章 の考 察 を通 じて、同王 朝 行 政 のダ イ ナ ミズ ム を提 示 した 。
第3章 「バ シ リコス ・グ ラ ンマ テ ウ ス」 は ノモ ス ・レベ ル の事 務 書 類 を一 括 して 行 った ノモ
ス の書 記 長 を扱 う もの で あ る。 この 分 野 の研 究 は 欧米 で も非 常 に立 ち遅 れ て お り、 近 年 まで 長
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い こ と、 この官 職 は 同 王 朝支 配 期 を通 じて 変 化 を全 く被 らなか った と考 え られ て きた 。 しか し
近 年 、 バ シ リコス ・グ ラ ンマ テ ウ ス職 に 関す る研 究 が 著 され 、 そ れ によ って 新 た な 知 見 が もた
らされ た 。 と りわ け 重 要 な の は 、 この官 職 もや は り ドラス テ ィ ッ クな 変 化 を被 った と い う事 実
で あ る。B.C.3世 紀 中 頃 の ご く僅 か な 期 間 に、 この官 職 の権 限 は 飛 躍 的 に伸 張 し、瞬 く間 に ノモ
ス の 事 務 長 職 へ と変 貌 を遂 げ た こ とを提 示 す る。 他 方 、 エ ジプ ト人 が 務 め た この 職 を 、 当時 の
人 々 が どの よ うに 見 て い た のか を示 す 興 味深 い事 例 が あ る ので 、 そ れ も指 摘 して い る 。
第4章 「B.C.3世 紀 の アル シ ノイ テ ス ・ノモ ス の行 政 機 構一 行 政 区 ・徴 税活 動 ・ethnos(差 θソoζ)
一 」 は 、B℃.3世 紀 の アル シ ノイ テ ス ・ノモ ス(フ ァイ ユ ー ム)に お け る 行 政機 構 が い か な る 形
態 を と って い た の か を明 らか にす る も ので あ る。 この問 題 は 、同 王 朝 行 政 を巡 る諸 問 題 の 中 で 、
最 も困 難 な 問 題 の 一 つ とされ て き た。 と・りわ け、 ノマ ル キ ア と トパ ル キ ア と い う2つ の 行 政 単
位 が い か な る関係 に あ っ た のか とい う問題 に 関 して は、 これ まで研 究 者 の 問 に統 一 的 な 見解 と
い う もの は 全 く存 在 しな か っ た 。 と こ ろが 、1990年 代 以 降 、 この分 野 で も優 れ た研 究 が 幾 つ か
著 され 、 旧来 想定 だ に され て い な か っ た新 事 実 が 次 々 と明 らか に され た 。 か か る研 究 分 野 は 、
近 年 の 同 王 朝研 究 に お い て最 も実 りが 多 か っ た分 野 で あ り、 また 今 後 も一 層 急 速 な研 究 の 進 展
が見 込 まれ る分 野 で あ る。 そ の成 果 を受 けて 、 第4章 で は 、2つ の行 政 単位 即 ち ノマ ル キ ア と
トパ ル キ ア との 関係 性 の如 何 とい う問題 に一 定 の解 決 を提 示 す るの み な らず 、 さ らに 進 ん で、
アル シ ノイ テ ス ・ノモ ス 内部 に あ っ た諸 々 の行 政 区(上 か ら、 ノモ ス ・メ リス ・トパ ル キ ア ・
徴 税 区 ・村 落)の あ り方 を 明 らか に し、 実 際 の徴 税 活 動 の分 野 で これ らの 行 政 区 が どの よ う に
機 能 して い た の か に つ い て も論 ず る。 徴 税 を行 う に 当た り、 何 よ りも まず そ の 前 提 と して、 住
民 デ ー タ の 収集 と登 記 が必 要 とされ たわ けで あ るが 、 集 め られ た デ ー タ は 各行 政 レベ ル で どの
よ うた 集 約 され 、 ま た どの よ う な形 で さ らに上 位 の行 政 レベ ル に伝 達 され た の か。 この 点 に つ
いて も論 じて い る。 同王 朝 に はethnosと 呼 ば れ る一 種 の 「職 業 身 分 」が 存 在 し、 これ が 実 際 の
徴税 活 動 の場 面 で 大 き な役 割 を担 って いた こ と、行 政 区 の編 成 の あ り方 には か か るethnosも 大
い に 関係 して い た こ とを提 示 す る。 なお この点 に関 して は 、 近 年 、 関 係 史料 の新 た な発 見 が相
次 ぎ 、 史 料 状況 の 上 で も今 後 大 い に期 待 出来 る研 究 分 野 で あ る。
第5章 「村 書 記Menchesの ネ ッ トワー クーB.C.120-110年 のKerkeosiris村 一 」は、B.C.120-110
年 に ア ル シ ノ イ テ ス ・ノモ ス のKerkeosiris村 で 村 書 記 を つ と め たMenchesと い う 人 物 を論 ず
る。 彼 が村 書記 の 立場 で作 成 した書 類 は、 今 日所 謂 「Menches文 書 群 」 と して 現 存 す る。 この
史 料 は 、Kerkeosiris村 にお け る 土 地 利 用 状 況 や 土 地 の 諸 々 の名 目、 さ らに は そ れ ぞ れ の 名 目
の 土 地 の 面積 な ど、 詳 細 な情 報 を豊 富 に含 ん でお り、Kerkeo串iris村 とい う ミ ク ロ ・コ ス モ ス を
余 す と こ ろな く描 き 出す こ と を我 々 に可 能 な ら しめ る、 貴 重 な史 料 と して これ ま で研 究 者 に
よ っ て活 用 され て き た。 しか し この史 料 群 に も厄 介 な 問 題 が 存 在 す る 。 そ れ は、 この 史 料 群 に
含 まれ る 諸 テ キ ス ト問 の 相 互 関連 が 判 らな い た め にMenchesが ど こで 活 動 して い る の か 判 ら
な い と い う問 題 で あ る。 しか し近 年 この分 野 で も優 れ た研 究 が 著 され 、 彼 の人 的 ネ ッ トワー ク
が 極 め て 豊 か な もの で あ っ た こ とが 明 らか と な っ た。 彼 は 自分 の 上 司 と緊 密 な 関 係 を取 り結
び 、同僚 達 と集 団 で 土地 調 査 とそ の 帳簿 作 成 に 当た り、年 に一 度 、ア レ クサ ン ドリア へ 出 張 し、
そ こで 国 家 最 高 の 官 職デ ィオイ ケ ー テ ー ス(こ の時 期 には 以 前 の権 力 を取 り戻 して い た)と 面
会 し、 直 接 指 示 を 仰 ぐ こ とす ら出来 た こ とが 明 らか とな っ た。 末 端 行 政 の村 書 記 と国 家 最 高財
務 大 臣 との 関係 性 は これ ま で想 像 だ に され た こ とはな く、 全 く新 た な 知 見 と して 、 同 王 朝 官 僚
制 の 新 た な側 面 を 提 示す る事 例 で あ ろ う。
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結 論:
以 上 は 同王 朝 行 政 シス テ ム の 変 遷 の 全 て の 像 で あ る。 第2章 と第3章 は ノモ ス ・レベ ル 以 上
の官 職 の あ り方 を扱 い、第4章 と第5章 は ノモ ス 内 部 の 行 政 の 問 題 を扱 っ て い る。 これ に よ り、
プ トレマ イ オス 朝 エ ジ プ トの全 時 代 を通 じて 、 コ ー ラー(地 方)行 政 に現 れ た 現 象 を 「ほぼ 余
す と こ ろな く」 論 じ よ う と い う 当初 の 目標 は 一 応 達 成 され た と い え るで あ ろ う。 あ らゆ る 官 職
が ドラス テ ィ ッ クな 変 化 を被 った と い う事 実 は 、欧 米 にお いて も散 見 され る、B.C.3世 紀 の 行 政
形 態 を完 成 型 と見 る風 潮 に対 しア ンチ テ ー ゼ を投 げ か け る と と も に、 同 王 朝 を巡 る 新 た な 歴 史
的 評 価 へ の手 掛 か りとな るで あ ろ う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ヘ レニズム時代のエ ジプ トは、マケ ドニア人のプ トレマイオス王朝の下、先行 した ファラオ
時代の支配 を受 け継 ぎつつ、独特の行政 システム を作 り上げ、繁栄 を続 けた。 本論文 は同王朝
の支配構造 の重要な支 えとな った官僚制 とい う、我が国では未踏の分野の解明 にギ リシア語パ
ピルス文書 を駆使 して取 り組んだ ものであ り、その研 究成果 は多 くの創見を含 んでいる。
第1章 「序論」 にお いて論者は、欧米のプ トレマイオス王朝官僚機構 の研 究は歴史 的な変遷
過程 を実証的 に社会構造 との関連で考察する面で不十分である ことを指摘 し、有 力資料 のみに
依拠 しが ちで あった先行研 究 を批判 し、前3世 紀か ら1世 紀までの同王朝 の支配構造 の変遷 を
跡付け、 同王朝の独特 の官僚制形成の歴史 を明 らか にする ことによってオ リエ ン ト世界や ロー
マ帝国の支配構造 との比較研 究に もつなげたい とする、本論文の視座を主張す る。
第2章 「ス トラテーゴス職 一コー ラー行 政機構 の変遷 一」 は、元来は軍事指揮官 であったス
トラテーゴス と呼ばれ る官職が、 時 とともにその権 限を伸長 させ、各地 の村 落 ・田園の行 政の
中心的担 い手 となった ことを明 らか にする。論 者はス トラテーゴスの名の付 く職 が各時代 にわ
た り6種 あることを指摘 し、広大 なエ ジプ トの各地域 の相違 、前3世 紀 か ら1世 紀 までの時代
に生 じた反乱な どの出来事な どか らこの職 の多様性 を歴史 のダイナ ミズムの中に位置 づけて論
じ、前2世 紀の 「エピス トラテーゴス」 が臨時的な強い権 力の職であった ことを論証 し、 前1
世紀 に中央のデ ィオイケーテースなる高位行 政職の もとに ノモス ・ス トラテーゴスが配 置され
る に至 る ことを明 らかに して いる。 ここでは、 同王朝 の官 職の名誉称 号に関す るMoorenの
研 究が活用 され、Moorenの 意 図を越 えて、これ ら称号の変化 を追 うことでス トラテー ゴス職 の
歴史的変遷の論拠 を見 いだ している。
第3章 「バ シ リコス ・グ ラ ンマテ ウス職」 は、 ノモス と呼ぶ行 政 区域 の事務 的文書 処理 を
行った書記官 について、同 じく多数のパピル ス文書を用 いて詳細 に検 討す る。 同職 は従来 の研
究ではプ トレマイオス王朝全般 を通 じて全 く変化 を被 らなかった と考 え られてきたが、論者 は
最新の研 究 に依拠 しつつ、同職は前3世 紀 には測 量担 当の低 い地位 にあったが、 同世紀 の うち
にノモスの事務統括官職へ と昇格 し、徴税 請負 に も関わるに至った ことを論証 して いる・
第4章 「B.C.3世 紀のアルシ ノイ テス ・ノモスの行政機構 一行政 区 ・徴税活動 ・ethnos一 」
はナイル中流のアル シノイテス ・ノモスの行 政機構 を明 らかに している。 ここで も論者 は ノモ
スの行 政区が、前230年 までは領域 が限定されない 「ノマルキア」と称 されるものだったのが、以
後 は 「トパルキア」 と呼ぶ、領域 が明確 な もの とな り、村落 民の詳細 な財産デー タを集 めて徴
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税 の利 便 とさせ た こ とを膨 大 なパ ピル ス文 書 を逐 一 邦 訳 した 上 で 論 証 して い る。さ らに230年 以
後 の 同 ノモ ス の行 政 区 に つ いて は下 か ら村 落 ・トパ ル キ ア に加 え て、 そ の 上 に 「メ リス」 と呼
ば れ る 小行 政 区 の存 した こ とが 知 られ るが 、 そ の 内 実 が 不 詳 で あ った の に対 して、 これ が徴 税
とは 関係 しな い、 警 察 機 構 に関 わ る も ので は な いか と推測 して お り、 そ の論 は説 得 性 が あ る。
ま た、職 業 や 民族 を 単位 とす るethnqsと 呼 ぶ住 民 グル ー プ の存 在 を紹 介 し、この うち の 上 層 民
が徴 税 等 の実 務 を託 され た こ と を も実 証 して い る 。
第5章 「村 書 記Menchesの ネ ッ トワー ク ーB.C.120-110年 のKerkeosiris村 一」 は 、 ア ル シ
ノイ テ ス ・ノモ ス の村 の 書記 を 務 め たMenchesな る 人 物 の の こ した多 量 の公 私 にわ た る文 書 を
検 討 し、 主 と してVerhoogtの 研 究 に よ りつ つ 、 当該 文 書 群 の公 私 の記 述 の 区別 を行 い、 村 の
書 記 役 の 職 掌 を明 らか にす る と と もに 、 彼 が 直 上 の 上 司 と 目され る トポグ ラ ンマ テ ウス を飛 び
越 えて 、 王 朝 の首 府 ア レ クサ ン ドリア の 高 官 デ ィオ イ ケ ー テ ー ス と定 期 的 に面 会 して いた と い
う興 味 深 い 事 実 を明 らか にす る。 ま たデ ィオ イ ケ ー テ ー ス の 子 で あ っ た と思 わ れ るDorion某 と
このMenchesと の 人 的 関係 を も推 測 して 、 村 の富 裕 者 が 役 職 を 持 ち 、 中央 の 有 力 者 と関 係 を
も って 地 域 の 顔 役 と して 振 る舞 っ た 可 能性 を示 唆 し、 ロー マ社 会 とも比 較 し う る事 例 を摘 出 し
て い る。
第6章 「結 論」 に お い て 論 者 は 、 先 にふ れ られ たMoorenの 提 起 した 、 官 職 の 名 誉 称 号 の創
設 につ い て 再 説 し、これ が 前197年 頃 で あ る と ころか ら、王朝 の行 政 シス テ ム が この時 点 か ら大
き な 転換 を 遂 げ た こ とを推 測 し、 そ の こ と と先 の ス トラテ ー ゴ ス 職 等 の変 遷 と の関 連 を示 唆 す
る。 そ の 上 で 論 者 は プ トレマ イ オ ス 王 朝 の官 僚 制 、 ひ いて は行 政 機 構 が 反 乱 な どの政 治 状 況 や
地 域 的偏 差 の影 響 もあ っ て、 ま さ に 中央 権 力 の側 か ら、 時 に ドラス テ ィ ッ ク に変 化 し、 前1世
紀 に至 っ て 中 央 の イ ニ シ ア テ ィブ が 強 く貫 徹 され る状 況 とな っ た、 と述 べ る。 この点 は な お 推
測 に と どま る とは言 え 説得 力が あ る。
以 上 の よ うに本 論 文 は、 プ トレマ イ オ ス 王朝 エ ジ プ トの支 配 構 造 を、 官 僚 制 に関 す る重 要 な
い くつか の事 象 を掘 り下 げ て 、 欧 米 の最 新 の研 究 に依 拠 しつ つ も独 自の 見 解 を加 え て 、 と りわ
け 前3世 紀 か ら前1世 紀 に いた る時 代 的 ス パ ン の 中 に位 置 づ け つ つ 論 じて い る。 「ス トラテ ー
ゴ ス職 」 に つ いて も 「バ シ レウス ・グ ラ ンマ テ ウス 職 」 につ いて も、 これ を歴 史 的 な 変 遷 の 位
相 で跡 付 け、 同 王朝 の社 会 構 造 とも意 図 的 に結 び つ けて い る点 に独 創 性 が 見 いだ され る。 本 論
文 に よ っ て 、 同王 朝 の 「コ ー ラー 」、 換 言 す る な ら、 そ の 地 方 行 政 が 、 フ ァ ラオ 時 代 の体 制 か
らギ リシ ア 的 なそ れ と重 な り、 融 合 しつ つ独 特 の も のへ と形 成 され て い った 状 況 が 明 らか に さ
れ た こ とは 間違 いな い。
論 者 は上 述 の ご と く同王 朝 の支 配 構 造 を、 社 会 構 造 と関 連 させ つ つ解 明 す る こ と を 目指 して
い るが 、本論 文 に見 る成 果 は す で に、この後 の ロー マ 帝 国 の 支 配構 造 と社 会 、また 中 世 ヨー ロ ッ
パ の 国家 、 あ る い はオ リエ ン ト、 ア ジ ア のそ れ らと も比 較検 討 し う る もの と言 え よ う。 膨 大 な
パ ピル ス 文 書 の活 用 と欧 米 の最 新 の、 これ また 多 量 の研 究 文 献 の 渉 猟 に も行 き届 き、 上 述 の 諸
点 の ほ か 、 エ ジプ トの ノモ ス の 人 的 規 模 か ら中 央 の政 策 を推 測 す る点 、 あ る い は エ ピ ス トラ
テー ゴス の所 掌 管 轄 な ど につ き、 い くつ か の創 見 を も提 出 して い る。従 っ て 本 論 文 が 古 代 オ リ
エ ン ト ・ギ リシ ア ・ロー マ の歴 史 研 究 上 そ の 発 展 に寄 与 す る と こ ろは 少 な くな い。
以 上 に よ り本 論 文 の提 出者 は 、 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 され る に十 分 な 資 格 を有 す る もの
と認 め られ る。
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